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　日本のジェンダー間格差と雇用形態間格差は
根強く，解消への歩みも遅い。なぜこのような
状況に陥ったのか，その社会のあり方に迫って
いるのが本書である。
　本書は，日本で多くのパートタイム労働者が
働くスーパーマーケット産業で生じている「職
務と処遇の不均衡」―パートタイマーが低賃
金労働者のまま熟練度が上昇し，正社員との賃
金格差が広がってしまうこと―が，なぜ拡大
再生産されているのか，そしてそうした現象の
起きる構造と過程はどのようなものかについ
て，企業・労働組合・パートタイマーの 3 者の
行為戦略の相互作用を通じて分析するものであ
る。著者が 1998 年から 2008 年の間に取り組ん
だスーパーマーケットを対象にしたアンケート
調査や面接調査のうち，特に 2000 年前後の 7
社の店の状況分析に的を絞ることで，日本の
パートタイム労働市場の原型を分析し，2000
年代に進行する職域拡大と処遇改善という変化
を理解することを目的としている。ジェンダー
視点にたち，質問紙と面接によって 10 年にわ
たって重ねた調査に基づく豊富な事実発見と，
その背後にある著者の粘り強く誠実な研究への
姿勢，行為者戦略アプローチによって制度の動
態的変化をとらえようとしている点が大きな特
徴である。まず本書の概要を記したうえで，論
点として 2 つ挙げたい。
本書の概要
　本書の概要は次のとおりである。まず，序章
（「日本におけるパートタイム労働とは」）では，
上に述べた本書の分析視座と調査内容について
述べられている。
　続く第 1 章（「スーパーマーケット産業と
パートタイム労働―主婦パートの基幹労働力
化」）では，日本のスーパーマーケット産業の
概況や，本書の事例店舗の概要が述べられ，
パートタイム労働の基幹化の段階が 4 つに類型
化されている。企業の行為戦略については次章
で展開されるが，本章での類型化についての議
論は，会社内でのパート労働者の役割や位置づ
け等に関わるものであり，この 2 つの章をあわ
せて読むと理解できる。第 1 章で特に興味深い
のは，基幹労働力化したパートタイマーが代替
している，女性正社員の状況分析である。全体
として減少している女性正社員は，転居転勤し
ない社員区分に多く配属されており，資格等級
別分布で男性と差があるため，昇進機会と賃金
に大きな制約が生じている。その様子は，調査
によって得られたデータによって詳細に示され
ており，加えて調査対象時点の 1990 年代末の，
両立支援に対する企業や上司，同僚男性の無理
解・無配慮さと，多くの女性が職場での自分の
将来性に希望を失っていく様子も，丁寧なイン
タビューで明らかにされており，のちの第 4 章
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と終章の議論をつないでいる。
　第 2 章「企業の行為戦略―制限的内部化と
区別作り」では，企業がパートタイマーの熟練
向上と低賃金の維持という，「職務と処遇の不
均衡」をどのように再生産しているのか，また
差別的処遇に対するパートタイマーの同意をい
かに獲得しているのかを明らかにしている。企
業は大多数のパートタイマーが家族責任に縛ら
れていることを認めたうえで，正社員とは働き
方に違いを設け（「区分作り demarcation」），
外部労働市場よりは高い賃金と安定した雇用を
適用することで，「内部化」を図り，熟練の向
上を促している。しかし内実は，そうした制度
を適用するパートタイマーを一部分にとどめる
「選別的内部化（selective assimilation）」であ
り，正社員の制度とは本質的には異なった低水
準の「疑似内部化（pseudo-assimilation）」を敷
き，「制限的内部化（limited assimilation）」に
とどめている。こうした体制に対するパートタ
イマーの同意を得るには，主婦パートタイマー
の家庭優先性の保証に沿った，配転や転居転勤
への制限等の区分作りが重要であるが，高熟練
の長時間労働のパートタイマーの働き方は，も
はやそれとは矛盾しており，職務と処遇の不均
衡に対する不満が発生することとなる。
　第 3 章「労働組合の行為戦略―排除と包
摂」では労働組合のパートタイマーの組織化戦
略を 4 つに類型化している。他の章より長めの
時期を取り上げることで，それが「排除戦略」
ではなく「全面的な組織化戦略」の方向へ徐々
に収斂している傾向を示している。
　そして，本書の特色が最も色濃く表れる第 4
章（「主婦パートの行為戦略―受容と抵抗」）
では，著者のアンケート調査に基づき，主婦
パートの就業経験や家族構成が分析され，それ
を通じて職場でどのような権力関係が発生して
いるのかを考察している。結婚や出産などによ
る就業の中断をめぐる夫との関係や意識を，ア
ンケートの回答のみならず自由記述欄と関連付
け丁寧に分析することによって，パートタイム
労働者が「今になって，自分の人生を後悔して
も心を傷つけるだけで，現実が変わることはな
い」から「現状を合理化」している様子が明ら
かとなる。「仕事より家庭を優先する」という
女性の回答は高いが，それは家庭優先のために
仕事を辞めてパートになるという選択を肯定す
るものではなく，正社員としての両立を希望し
ながらそれが叶わなかったという心情の表れで
あり，主婦パートの 60％は，人生を取り戻して
再び選択することができるならばパートタイ
マーにはなりたくないと思っている。このよう
な中で，長期勤続で職場を切り盛りするリー
ダー格のパートは，企業組織ヒエラルキーの一
番下にいる低賃金高熟練労働者が企業や店舗の
発展を支えているという，自分たちの存在に関
わる「承認闘争」として非公式権力を行使し，
折り合いをつけていくこともある。そして，そ
れと公式権力との亀裂が，次の制度改定へと向
かわせている。
　終章（「日本的パートタイム労働市場の変容
と再生産―主婦協定の改正と制限的内部化の
拡張」）では，近年流通業で進む人事制度の改
正が取り上げられる。パートタイマーたちに昇
進・昇格の可能性を与える制限的内部化の拡張
により，非公式権力の抑制機能をもっていると
も評価できるものの，転勤範囲を正社員も含ん
だ社員の「区分作り」の基準として拡張させる
ことによって，「女性従業員の総パート化」，
「働き方のジェンダー化の強化」がなされ，家
族責任の専担者である労働者の間での均衡を
図った「下向標準化を目指す制度」になってい
ると提起されている。
書評と紹介
71
論　点
　では，本書について評者の提起したい論点は
次の 2 つである。
　まず，第 1 に，「企業の行為戦略」とはどの
ように表現されると著者が考えているのか，評
者は十分に理解できなかった点である。著者
は，序章において，行為戦略というアプローチ
をとることについて，次のように説明してい
る。「制度と構造は，人間の行為とその行為の
相互作用によって作られ，また維持・変容され
るものである。行為とは，行為者の利害関係か
ら，そして信念や規範から生まれる。そのため
に社会現象を説明するためには，その現象にか
かわった行為者の行為に関して分析しなければ
ならない。しかし，日本のパートタイム労働研
究では，制度分析は豊富だが，行為者や行為の
相互作用に関する研究は乏しい」とある（26頁）。
　確かに，これまでの日本のパートタイム労働
研究では，事例対象とする企業でどのような人
事管理制度を採用し，そのもとで正社員とパー
トタイム労働者がどのように仕事の分担をして
いるのかを分析することが中心で，「そのよう
な不平等によって不利益を受けている主婦パー
トタイマーたちが，自分の矛盾した状況にどの
ように対応しているかも分析すること」が十分
ではなかったという著者の指摘（26 頁）は重
要である。
　しかし，そうした問題関心を背景に，著者は
個別企業の人事管理制度や処遇制度の分析をあ
まり重視していないと感じられた。著者は個別
企業の制度の違いよりも，日本社会に広がる
「主婦制度」（男性稼ぎ主型ジェンダー・システ
ムに基づいて，私的家族における役割と地位で
あるはずの主婦という役割と地位を社会的地位
にする「制度の束」（12 頁））と，それに基づ
く「主婦協定」（既婚女性の一時的責任には家
族の世話にあるから，その責任が果たせるよう
に配慮すれば，高熟練の労働者に低賃金を払っ
ても大丈夫・合理的・仕方ない，という解釈に
基づいた行為戦略（13 頁））の共通性に焦点を
当てている。特に本書の特色である第 4 章の主
婦パートの行為戦略分析では，企業ごとの違い
ではなく主婦パートとしての共通した意識のあ
り方が浮かび上がっており，日本の「主婦制
度」があらゆる方面で根付いていることがわか
る。こうした日本社会の特徴を大きくとらえる
分析は本書の特徴であり魅力である。
　著者が個別企業の人事管理制度に関心が薄い
と感じたのは，個々の企業でどのような人事管
理制度をとっているのかについてまとまった記
述や分析がなく，第 1 章と第 2 章の各ページに
断片的に記されるにとどまるからである。
　例えば，著者が全面的基幹化型と分類する
S1 店（66 頁）について，同社ではパートタイ
マーの店長が 2 人（2003 年 8 月時点），各店の
副店長はパートで主任として働く者も多いほど
に戦力化している（67 頁）にもかかわらず，
同社のパートタイマー（ストア社員）は，パー
トナー（1 日 6 時間 30 分以上，週 5 日以上勤
務）とエキスパート（1 週 33 時間以上働き，
店舗間異動や交代勤務も可能なもの）の 2 つの
カテゴリーのみしかなく（117 頁），パートの
資格等級制度はないという（143 頁）。さらに
主任手当は月 7,000 円にすぎず（149 頁），退職
慰労金さえない（156 頁）。パートタイマーの
働く意欲を高める制度的仕掛けを欠く中で，な
ぜここまでよく働くのか。その一端がようやく
理解できたのは，「S1 社の活用モデル（169 ～
175 頁）」の記述内容からで，そこには，管理
職を担うエキスパートの 6 割以上が結婚や出産
を機に正社員から転換した人で，残りの 4 割が
パートナーから選別された人であることが述べ
られている。しかもエキスパート店長の年収は
正社員店長と比較して 300 万円ほど低いと思わ
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れるが，これは「転勤することに対する負担分
と評価している」（S1 社労組専従，174 頁）と
いう。つまり S1 社は，パートタイマーへの投
資を最小限にとどめ，女性のもつ「転勤できな
い」という心理的負い目と，それでも他社でゼ
ロからパートとしてやり直すよりは「マシ」だ
という，元・正社員の女性が置かれている立場
を利用しているわけである。「S1 社の事例は，
既婚女性たちが居住地に縛られる制約を，企業
の利潤のためにどこまで利用することができる
かをよく示している（174 頁）」との著者の指
摘は鋭く，「正社員は主婦パートの過去であり，
主婦パートは正社員の未来（313 頁）」ととらえ
る第 4 章での議論ともつながっている。このよ
うに，著者の事実発見には興味深いものが多い。
しかし個別企業の状況を理解するには断片的に
提示された記述から推測せねばならず，具体的
な制度を正確に理解するのは困難であった。
　企業の行為戦略とはどのように分析・表現さ
れるものなのだろうか。企業の人事管理制度や
処遇制度に，企業の行為戦略が示されるとも考
えられるのではないだろうか。さらに言えば，
採用される人事管理制度の違いによって，労働
組合やパートタイム労働者の行為戦略も変わる
のではないだろうか。
　本書は 7 社の店を長期にわたり調査したもの
であるため，個別企業の制度上の違い，つまり
制限的内部化の制度上の多様性と，それによっ
て派生するであろう労組とパート労働者の行為
戦略の違いは，分析の射程に入ると思われる。
もし，「区分作り」や「制限的内部化」の具体
像において，雇用形態間での不合理な差を回避
する傾向のある制度の企業とそうでない企業
で，労組やパート労働者の行為戦略が異なるの
であれば，よりジェンダー平等な方向へと進
む，社会の変化の芽を見いだし，異なる相互作
用を抽出できたのかもしれないと感じられた。　　　　　
　2 つめの論点は，質的基幹労働力化のとらえ
方についてである。これまでの日本のパートタ
イム労働研究では，質的基幹労働力化を社内の
資格制度等と，実際に行っている仕事の内容や
分担状況によって議論してきた。例えばパート
タイマーの初任格付けは補助的労働力であった
が，経験年数や人事考課や昇任試験に合格し，
格付けが上がるにしたがってリーダー等を務め
るようになるという，制度と実際の労働内容に
注目して質的基幹労働力化をとらえ，分析して
きた。ところが，本書での質的基幹労働力化は
そのようなものではなく，労働時間の長短（ショー
ト／ミドル／ロング）と勤続年数区分によって，
「補助労働力レベル」，「新入社員レベル」「平社
員レベル」「主任レベル」の 4 つに区分するも
ので（表 1 － 14），それによって事例店舗の質
的基幹労働力化の状況整理（表 1 － 18）や類
型化がなされている。
　著者が労働時間の長短を重視しているのは，
「パートタイマーの労働時間は，その就業の性
格や就業意識，家族状況，加えて企業内の位置
を表す（241 頁）」と考えているからであると
思われる。しかし，労働時間と勤続年数で，
「補助的労働力」から「主任レベル」という，
仕事内容の高低が分類できるか疑問である。あ
るいは表 1 － 22 では「質的基幹労働力化レベ
ル」と別の列に「職務レベル」の表記もあり，
労働時間と勤続年数で分けた「質的基幹労働力
化」と職務内容の高低を分けて考えているのか
もしれない。しかし，質的基幹労働力化といえ
ば，むしろ，表 2 － 15 のように，各社の資格
等級に基づき，基幹化の度合いを測るほうがよ
り理解しやすいのではないだろうか。とはい
え，表 1 － 14 と表 2 － 15 では使われている文
言が一致しておらず，表 2 － 15 を作成するに
至る個別企業の人事制度については断片的にし
か記述されていないので，その分類の妥当性は
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判断できない。
　著者の概念化した制限的内部化の核心は，質
的基幹労働力化の内実とそれを支える人事制度
であると評者には思われる。しかし論点 1 でも
挙げた個別企業の制度の限定された記述が，質
的基幹労働力化のとらえられ方をあいまいに
し，第 1，第 2 章にまたがりつつ内容を若干変
えて議論することで，わかりにくくなったので
はないだろか。
　いずれにせよ，本書は，豊富な事例と粘り強
い調査，対象者との信頼関係の構築によって，
スーパーマーケット産業の構造を立体的に描き
出した力作である。そうした著者の姿勢と研究
を引き継ぎ，発展させていきたい。
（金英著『主婦パートタイマーの処遇格差はな
ぜ再生産されるのか――スーパーマーケット産
業のジェンダー分析』現代社会政策のフロン
ティア 11，ミネルヴァ書房，2017 年 12 月，ⅲ
＋ 384 頁，定価 5,000 円＋税）
（かむろ・あやみ　跡見学園女子大学マネジメント
学部准教授）
